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マクニコル恵子先生　略歴・主要研究業績
Ⅰ．経歴・社会活動
昭和17年４月４日生まれ
学歴
昭和40年３月 青山学院大学文学部英米文学科卒業
昭和41年４月 津田塾大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程入学
昭和43年３月 津田塾大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程修了
（文学修士の学位授与）
職歴
昭和43年４月 作新学院女子短期大学文科英文専攻専任講師
昭和49年４月 作新学院女子短期大学助教授
昭和55年４月 作新学院女子短期大学教授（平成14年３月まで）
昭和61年４月 慶応義塾大学商学部兼任講師（平成19年３月まで）
平成元年４月 作新学院大学経営学部兼担講師（平成14年３月まで）
平成14年４月 作新学院大学人間文化学部人間文化学科教授（現在に至る）
平成14年４月 作新学院大学女子短期大学部兼担講師（平成15年３月まで）
学会及び社会における活動
昭和45年 日本英文学会（現在に至る）
昭和62年 日本ブロンテ協会（平成19年まで）
平成２年 Brontë Society（現在に至る）
平成３年 英米文化学会（平成18年まで）
平成20年 日本キリスト教文学会（現在に至る）
平成21年 学校法人・アジアアフリカ農村指導者養成学校アジア学院後援会監査監事
（現在に至る）
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Ⅱ．主要業績
学術論文
１．グレアム・グリーン：信仰喪失者の問題（１）（単著）昭和46年１月『作新学院女子
短期大学紀要』第１号
２．グレアム・グリーン：信仰喪失者の問題（２）（単著）昭和49年３月『作新学院女子
短期大学紀要』第２号
３．『名誉領事』におけるフォートナムの役割（単著）昭和54年12月『作新学院女子短期
大学紀要』第５号
４．グレアム・グリーン：西アフリカ旅行の意義（単著）昭和56年12月『作新学院女子短
期大学紀要』第６号
５．体験的時事英語（単著）昭和58年11月『時事英語学研究』第22号
６．ハロルド・ピンター：『バースデイ・パーテイ』―スタンリーの解釈をめぐって（単
著）平成58年12月『作新学院大学女子短期大学紀要』第７号
７．『こびとたち』のテーマをめぐって（単著）昭和59年12月『作新学院女子短期大学紀
要』第８号
８．ピンターの『風景』と『沈黙』―時と記憶の問題をめぐって（単著）昭和60年12月
『作新学院女子短期大学紀要』第９号
９．エドワード・オルビーの『動物園物語』―メッセージを求めて（単著）昭和61年12月
『作新学院女子短期大学紀要』第10号
10．パナマのグレアム・グリーン（単著）平成元年12月『作新学院大学女子短期大学紀要』
第13号
11．ブランウェル・ブロンテの肖像（単著）平成２年12月『作新学院女子短期大学紀要』
第14号
12．ブロンテ家の人々の軌跡―ブロンテ・カントリーを訪ねて（その１）（単著）平成３
年11月『作新学院女子短期大学紀要』第15号
13．ブロンテ家の人々の軌跡―ブロンテ・カントリーを訪ねて（その２）（単著）平成４
年11月『作新学院女子短期大学紀要』第16号
14．ブロンテ家の人々の軌跡―ブロンテ・カントリーを訪ねて（その３）（単著）平成５
年11月『作新学院女子短期大学紀要』第17号
15．ブロンテ家の人々の軌跡―ブロンテ・カントリーを訪ねて（その４）（単著）平成６
年11月『作新学院女子短期大学紀要』第18号
16．タータンとスコットランド（その１）―カロドゥンの戦いとタータン禁止令をめぐっ
て（単著）平成７年12月『作新学院女子短期大学紀要』第19号
346
17．タータンとスコットランド（その２）―タータン復活とスコティッシュナショナリズ
ムをめぐって（単著）平成８年12月『作新学院女子短期大学紀要』第20号
18．羊をめぐる狂気―ハイランド・クリアランスをめぐって（単著）平成９年12月『作新
学院女子短期大学紀要』第21号
19．シャーロットの書簡からみた『シャーリー』（単著）平成13年12月『作新学院女子短
期大学紀要』第25号
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